








































                                                     
1 ルター『奴隷意志論』。日本語訳は英訳（Philip S. Watson [ed.], Career of the Reformer 3 in 
Luther’s Works, vol.26 [Philadelphia: Concordia Publishing House, 1972] 所収の Bondage of the 
Will ）より。該当頁は 68。 
2 カルヴァン『キリスト教綱要』。日本語訳は英訳(John Dillenberger [ed], John Calvin: 
Selections from His Writings [Missoula: Scholars Press, 1975] 所収の The Institutes of the  
Christian Religion）より。該当頁は 455。  
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紀を代表する 3人の詩人、ジョン・ダン(John Donne, 1572-1631), ジョージ・























                                                     
3  17世紀のウォルトン(Izaak Walton,“Life of John Donne”[1640])から 19世紀のゴス




のは John Carey, John Donne: Life, Mind and Art (London: Faber and Faber, 1981) であろう。よ
り最近では、Jeanne Shami, John Donne and Conformity in Crisis in the Late Jacobean Pulpit 
(Cambridge: D. S. Brewer, 2003) のように、特にかれの説教に注目しつつ、ダンの転会がプロ
テスタント国教下のカトリック教徒が選んだ「順応」(conformity) であり、かつ説教を通し
てそれら「順応者」(conformists) の良心の呵責を和らげようとした、という研究もある。こ
のようなダンの「転会」に関わる議論の歴史については、Achsah Guibbory, “Donne and 
Apostasy” (in Jeannie Shami, Dennis Flynn and M. Thomas Hester (eds.), The Oxford Handbook of 





























『聖なるソネット』中の「わが顔に唾せよ、ユダヤ人達」 (“Spit in my face 
ye Jews”)、「今宵が世界の最後の夜であったとしても」(“What if this present 
were the world’s last night?”) 、あるいは「1613年聖金曜日：馬で西に向かう」
























                                                     
4  例えば『国教会 39箇条』の第 10箇条(“Of free will”)には 
 
    The condition of the man after the fall of Adam is such, that he cannot turn and prepare  
     himself by his own natural strength and good works to faith and calling upon God: wherefore  
     we have no power to do good works pleasant and acceptable to God, without the grace of God 
     by Christ preventing us, that we may have a good will, and working with us when we have that  
     good will. 
        (アダムの転落後の人間の状態は、自身の自然的力と善行とでは信仰と神に 





とあり、続く第 11箇条（”Of the Justification of man”）は 
 
    We are accounted righteous before God, only for the merit of our Lord and Saviour Jesus 
     Christ by faith, and not for our own deservings. 
        (私達はひとえに私達の主にして救い主であるイエス・キリストの功のゆえ、 
信仰により義とされるのであって、私達の価値によるのではない 
 
という一文で始まる（上記の引用は、Brian Cummings [ed.], The Book of Common Prayer: The 
Texts of 1549, 1559 and 1662 [Oxford: Oxford University Press, 2011]）に依る。訳文は西川）。チ
ューダー朝からスチュアート朝・ジェイムズ I世治世下のイギリス国教会の主流の神学が、
宗教改革的（具体的には穏健なカルヴァン主義）なものであり、人脈的にもハーバートが
この流れに属する人物であった事は、例えば Daniel W. Doerksen, Conforming to the Word: 















































































































見である。代表的なものとして Dennis Danielson, Milton’s Good God: A Study in Theodicy 
(Cambridge: Cambridge University Press, 1982), 82-163; Thomas N. Corns, Regaining Paradise Lost 
(London: Longman, 1994), 78-86; Benjamin Meyers, “Predestination and Free Will in Paradise Lost” 
































アメリカの詩人、ウィルバー(Richard Wilbur, 1921-2017) が、この契機を先輩
詩人の中に読み取っていた事を証す。被造物に比喩という形で賓辞を付す事
が、賓辞を超えた創造主の技の承認となる事、それが小文字の creator に過
ぎぬ詩人が大文字の the Creator に連なる唯一の方法である事が、ウィルバ
ーが『楽園喪失』のサタンを反面教師にしつつ学んだ知恵であった事を明か
す。 
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宗教詩人は、語り難い、あるいは語り得ない事柄を主たるテーマとする詩
人達である。かれらが語り難い、ないし語り得ない事柄をどう語っているか、
その語り難さ・語り得なさ自体がどう語られているか、また語り得る事を語
る力をどう活かしているかについて、多少なりとも明らかになれば、本論文
の目的は果たされた事になる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
